
               

 

 

2 0 2 2 年 4 月 2 1 日 
大 館 商 工 会 議 所 
秋    田    県 
東 北 電 力 株 式 会 社 

「大館商工会議所」にて再生可能エネルギーの地産地消を実現！         

～ 「あきたＥネ！オプション水力１００％」による供給を開始 ～ 

大館商工会議所（会頭：佐藤 義晃）は、秋田県（知事：佐竹 敬久）および東北電力株式

会社（取締役社長 社長執行役員：樋口 康二郎、以下「東北電力」）が共同で提供する「あ

きたＥネ！オプション水力１００％」への加入を通じて、２０２２年４月１９日より、地

元秋田のＣＯ２を排出しない電気の使用を開始いたしました※。 

これに伴い、４月２１日、秋田県と東北電力から大館商工会議所へ認証書を交付いたし

ました。 

 

「あきたＥネ！オプション水力１００％」は、秋田県内においてＣＯ２排出量削減に取

り組む企業等に向けて、ＣＯ２を排出しない県営水力発電所の電気を供給することで、再

生可能エネルギーの地産地消に繋げる取り組みです。 

これまで大館商工会議所では、政府の２０５０年カーボンニュートラルの実現に向けた

取り組みの一環として、経営指導・支援の中に「グリーン社会実現政策項目の導入」「経

営課題の解決 with 省エネ」「SDGs の取り組みで地球温暖化対策への協力」を掲げ、地

域の中小企業・小規模事業者の省エネ等の取り組みを重点的に支援してきました。 

また、中小企業・小規模事業者の支援機関として模範となるよう、大館商工会館の蛍光

灯照明の「LED 照明」への切り替えや、「秋田県 SDGs パートナー」への登録、「エネル

ギーのポテンシャル診断」の実施等、省エネルギーとＣＯ２排出量削減を念頭に置いた取

り組みも率先して進めてきました。 

今回はさらなる取り組みとして、大館商工会議所が「あきた E ネ！オプション水力１０

０％」に加入し、CO2 を排出しない秋田県産の電気へ切り替えることで、SDGｓ（エネ

ルギーをみんなに、そしてクリーンに）達成に向けた取り組みと地球温暖化対策を進めて

いきます。 

 秋田県および東北電力は、「あきたＥネ！オプション水力１００％」の提供を通じて、  

秋田県内で事業を営む企業等に対し、再生可能エネルギーの電気を供給することにより、

お客さまの価値の向上等による県内企業等の発展に貢献できればと考えております。 

※大館商工会館において (大館市御成町二丁目 8 番 14 号) 

以 上 

（別紙）「あきたＥネ！オプション水力１００％」の概要について 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【お問い合わせ先】 

大館商工会議所 総務企画課                                                    ℡0186(43)3111 

秋田県 産業労働部公営企業課                    ℡018(860)5012 

東北電力株式会社 秋田支店企画管理部門（総務広報）      ℡018(865)0565（報道） 



 

（別紙） 

「あきたＥネ！オプション水力１００％」の概要について 

 

「あきたＥネ！オプション水力１００％」は、秋田県内で、ＣＯ２排出削減に    

取り組む企業等に向けて、ＣＯ２を排出しない地元秋田の県営水力発電所の電気を

供給するプランです。 

 

＜「あきた E ネ！オプション水力１００％」のスキームイメージ＞ 

 

■ 「あきたＥネ！オプション水力１００％」の特徴 

 電気の使用に伴うＣＯ２排出量ゼロを実現し、「地球温暖化対策の推進に関する

法律（温対法）」の報告等にも活用いただけます。 

 秋田県内の企業等のお客さまを対象とした地産地消の電気料金プランであり、 

秋田県産の水力発電のご利用をＰＲいただけます。 

 以 上 

 


